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１．概要 

 

『世界で一番小さい電波望遠鏡』（文献１）を用いて学校の屋上で太陽電波を受信した．2005年
11月，12月に8回の観測を行い，アンテナの特性と太陽の温度を求めた． 
 

２．機材 

 

  『世界で一番小さい電波望遠鏡』は，次のものから構成されている． 
 ・ BS用パラボラアンテナ TDK株式会社 BS-TA352（直径35cm，ｾﾝﾀｰﾌｨｰﾄﾞ型） 
・ 検波器 エレクトロデザイン株式会社 RFD-1500 
・ デジタルマルチテスター 三和電気計器株式会社 PC20 
・ 電波吸収体 
この他に，気温を測るための温度計と，測定値を記録するためのパソコンを用いた． 
 

３．アンテナの特性 

 

 １）観測と結果 パラボラアンテナを真南に向け，仰角をその日の太陽の南中高度に合わせて置
き，南中時刻の前後1時間にわたって観測し
た．受信強度はテスターの値を1分毎に読み
取った．その結果，太陽電波を受信していな
い時の受信強度は約0.3Vであった．受信強度
は南中時刻の20分前から上昇を始め，南中時
には約0.5Vに達し，さらに20分後に約0.3V
に戻った（図１）．また，電波吸収体・人体・
校舎に向けたところ，それぞれ約0.7Vであっ
た． 
２）パラボラアンテナの視野 太陽電波を
受信している時間は8回の観測のどの場合でも約40分間であった．この間に地球は10°自転する
ので，パラボラアンテナの視野は10°と求まった． 
３）分解能と半値幅 分解能α は，観測波長をλ，望遠鏡の口径をDとすると，Ⅰ式から求め
られる（文献２）． 
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図１ 太陽電波の受信結果（11月26日） 



Dπ
λα 180= ・・・【Ⅰ式】 

観測周波数をBS放送と同じ 12GHzと考えると観測波長λは 0.025ｍであり，分解能は 4.09°
と求まった．次に観測から求められる分解能といえる半値幅を求めた．半値幅を「太陽を受信し
ている時の最大値と受信していないときの値との中間値以上になっている時間」として求めたと
ころ，図１では 17分間であった．この間に地球は 4.25°自転するので，分解能と半値幅はほぼ一
致した． 
 
４．太陽の輝度温度 

 
パラボラアンテナを，太陽，空，電波吸収
体の順に向けたときの受信強度は，図２のよ
うになった．電波吸収体の温度を気温と等し
いとみなすと，Ⅱ式より太陽の見かけの温度
（アンテナ温度）Tsun を求められる（文献
３）． 
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Ⅱ式において，Vsunは太陽を観測したときの電圧［V］，Vsky は空を測定したときの電圧［V］，

Vaは電波吸収体を測定したときの電圧［V］，Taは測定時の気温[℃]である． 
パラボラアンテナが受けた電波は太陽が放射したものであるので，分解能あるいは半値幅と太陽
の視直径（0.5°）の面積比から，太陽の温度（輝度温度 Tb）を求めることができる．ここでは，
分解能α（Ⅲ式）と半値幅h（Ⅳ式）の２つの方法で求めた． 
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得られた値は 9,000～10,000Kであった．波長が 30cm以上の電波ではコロナを，波長が 30cm
未満の電波では彩層を観測することになる（文献４）．筆者らが観測したのは波長約3cmの電波で
あるから，太陽の彩層を観測したと考えられる．また，得られた値は資料集に記載されている彩
層の温度に等しい．したがって，筆者らは太陽の彩層の温度を求めることができたといえる． 
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図２ 太陽の輝度温度を求める観測の結果 
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